


Co-sellを加速させる
マイクロソフトリ
ソースとプログラム



本日のセッションについて

Co-sell Partner



Vision 2020: 日本の社会変革に貢献

3つのイノベーションを推進

インダストリー
イノベーション

ライフスタイル
イノベーション

ワークスタイル
イノベーション



ヘルスケア

政府・自治体

流通

自動車

製造

教育

メディア＆
コミュニケーション

金融

Democratizing AI
Microsoft

Cloud + AI



ICT 産業の動向

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h30/html/nd114140.htmlhttps://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r01/pdf/n3100000.pdf

パートナー様の変革をなくしてデジタルトランスフォーメーションは実現できません

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h30/html/nd114140.html
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r01/pdf/n3100000.pdf


画期的なデジタルトランスフォーメーション –
co-sell ビジネスモデル

マーケティング & セールスツールの利用

新規商談

グローバル規模のマーケットプレースの参加

36,000件以上
IP co-sellによるWin



リーチの拡大
新規市場へ参入し、
ソリューションのポートフォリオ
の拡大やグローバル規模の
パートナーリセラーネットワー
クへアクセス

案件の増加
マイクロソフトとの統合ソ
リューションやpartner-to-
partner商談の生成

Win商談の促進
マイクロソフトの営業と協業し、
リードの生成、マーケットプレー
スへの登録オファー増加、案件
のクローズ

数多くの顧客、グローバル規模のマーケットプレースのエコシステム、
業界最大の商用ソフトウェア営業販売網とのパートナーシップ



マイクロソフトとの co-sell によるリーチの広がり

マーケットプレース

マイクロソフトが提供する価値
グローバルなマーケットプレース

営業機会の創出（Demand Generation）
Global Demand Centerによって毎月10万件の
リードの生成

リーチ
7500万人の購買者

検索から獲得したリード

P2P

マイクロソフトが提供する価値
Global Channel Reach

営業機会の創出（Demand Generation）
パートナー営業担当者1,700 万人

Reach
パートナー経由の商談50万件

検索から獲得したリード

マイクロソフトが提供する価値
MSフィールド営業とのco-sell

フィールド営業
1,800人

リーチ
中堅企業顧客28,000件

Co-sell (IP およびサービス)

Field Sellers
6,500人

Reach
エンタープライズ顧客12,000件

Co-sell (IP およびサービス)



インダストリーイノベーション
の実現に向けて

インダストリーに強みを持つ
パートナーと新たな関係を構築

リファレンスアーキテクチャを活用し
業種毎 DX ソリューションの展開



インダストリーイノベーション
の実現に向けて

インダストリーに強みを持つ
パートナーと新たな関係を構築

リファレンスアーキテクチャを活用し
業種毎 DX ソリューションの展開

ライフスタイル変革 ＝ Society 5.0
の実現を目指す



パートナー様の
ご紹介





企業情報

アメリカ office EU office

LIVECARE EUROPE, LLC.

シンガポール office韓国 office (HQ)

https://www.livecare.co.jp

n.yabuuchi@livecare.co.jp

〒144‐0041

東京都大田区羽田空港三丁目3番2号第一旅客ターミナルビル地階321-544室

Japan office

https://www.livecare.co.jp/


営業部長

薮内 直人





▪ 体温

Solution
LiveCare

▪ 活動量

▪ GPS (Tracking)

▪ 飲水回数

▪ 反芻行動量



LiveCareは、体温や活動レベルなどの牛の生体認証をリアルタイムで収集して分析することにより、
各牛の疾病、発情、分娩を正確に監視できます。

異常が検出されると、自動化されたアラームとメッセージが農家と獣医にすぐに送信されます。

[WO2018088611]疾患を管理する方法、およびそれを操作する装置
日本、米国、ブラジル、EU、オーストラリア、ニュージーランド、中国での特許出願

Trademark No. 45-2016-0006183

①バイオカプセル投与
錠剤形のバイオカプセルを

経口投与

②リアルタイムの情報
各個体ごとの

生体情報をリアルタイム収集

③ビッグデータ
収集されたビッグデータを
リアルタイムに分析し
WEB / APPで提供

④アラームメッセージ
異常発生時に
畜産農家・獣医へ

アラーム＆メッセージの通知





LoRa GW

NB-IoT / Cat.M1 

/ 3G·LTE

LoRa WAN

IoT Hub 機能
(IoT Hub Trigger)

Web/APP

KO central

AU central

BR central

EU central

ː

DPS

Traffic

Manager

VM
(API)

VM
(Web)

N/W Communication (H/W) Livestock care services (S/W)

Mobile APP

Web Application

Azure VM

SQL 

Database
(Master)

SQL 

Database
(Slave)

Azure 

Custom

Vision

+

疾病管理

発情発見

分娩管理

検知率 98% 



基礎
データ

疾病管理

発情発見

分娩管理

LiveCare

人工知能
アルゴリズム

バイオカプセル
投与済みの個体

Deep Learning based

Biometric analysis

主な特徴
(LiveCare solution)

No. カテゴリー

1

2 肺炎

3 乳房炎

4 ケトーシス

5 敗血症

6 甲状腺機能亢進症

7 牛結核

8 足感染症

9 急性糖尿病

10 牛白血病

11 怪我

12
カルシウム、リン、

腎臓の問題

13 生殖器疾患

14 分娩後の疾病

15 消化器障害

16 肝リピドーシス

世界最大級
家畜の生体データ

5億+α

検知率
98% 



各個体の健康状態の管理
LiveCare Web画面

LiveCare service Plus 
(+ Tracking system)



約120万頭 Other

Dairy

子牛の死亡率/年齢別

子牛の生産数

畜産牛市場

約380万頭
子牛の疾病 TOP 5

1st 2nd 3rd 4th 5th

1ヶ月未満の子牛は死亡リスクが高く下痢・呼吸器疾患などが多い





体温が上昇し、最高41.5ºCになりました。子牛には2回の発熱対策が施されています。

2019年9月30日に生まれた和牛

후로
항생제(해열제)

農家様のお声
2回とも早めに高熱をチェックする
ことができたので、普段よりも抗生
物質の使用量が少なくても、すぐに
完治することができました。
体温が正確にでるので助かってます。
ありがとうございます！

発熱

41.5 °C
41.5 °C

Anti-fever 

med given

12月15日- 体温上昇を検知
抗生物質の投与

12月29日- 再度、体温上昇を検知
抗生物質の投与

※体温が正常に戻りました



体温が上昇し、最高42.3ºCになりました。抗生物質による対策が施されています。

39ヶ月齢のホルスタイン

42.3 °C

Feb 23- Mastitis detected; 

Anti-fever med given

∴ Temperature returned to normal

Anti-fever 

med given

Ref. “Mastitis in dairy cattle” 2017, Wikipedia

A B

乳房炎

2月23日- 乳房炎が検出されました。
解熱剤の投与

※体温が正常に戻りました

農家様のお声
“乳房炎は通常、抗発熱剤と軟膏で治
療されます。
さらに進行すると抗生物質が投与さ
れますが、乳牛は搾乳できません。
抗生物質の前に治療するのが最善で
す」



6月12日-通常出産
7月16日-出産から34日後に発情を検知
7月17日-発情停止(朝)

8月7日- 発情が再び検知されました
（21日間）

※発情検知が簡単になりました

• 牧場: Cheon

• 個体ID : 5621

• 種類: 肉用牛
• 月齢: 61ヶ月

温度下がる 40.2℃

6月11日-出産前日に体温低下
6月12日-午後4時に出産

※5321は2か月間継続的に軽い温度上昇を示し
ていましたが、出産の前日に温度は低下しまし
た。

• 牧場: Cheon

• 個体ID : 5621

• 種類 : 肉用牛
• 月齢： 61ヶ月

出産前日

温度下がる
最高

41.0 °C





カスタマイズ可能
LiveCareカプセル

LiveCare 証明書

IoT-based shed
(CCTV, Disinfection and more)

獣医によるワクチン

ブロックチェーンのトレーサビリティ

ビックデータ & A.I. センター

家畜保険

飼料

Platform
LiveCare

ハードウェアの改善(向上) サービス開発 プラットフォームの拡大 家畜の拡大

+



First launched in 2015

Will be launched in 2020

山羊

9億

ペット

豚

牛

6,100万

馬

鶏

ラクダ Cognitive Services
羊

疾病/発情/分娩
データの最適化

“世界最大
家畜生体認証
プラットホーム"” 

+



家畜の健康管理動物識別

出荷追跡

供給連鎖管理

Blockchain Service

“A bona-fide 

Blockchain based

Smart Farm Platform” 

生産から消費まで

LiveCare blockchain-based 

Smart Farm platform  

+

消す前提







Thank you for your attention

Better Care, Live Care!



パートナー様の
ご紹介
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• ISIDは、株式会社電通と米国General Electric Company(GE)との合弁で

1975年に設立された企業です。

• 「Humanology for the future」をﾋﾞｼﾞｮﾝに掲げ、顧客、生活者、社会の進化と共存に寄与してまいります。

株式会社電通国際情報サービス（略称:ISID）

情報セキュリティマネジメントシステム（ISMS)

- 「ISO/IEC27001:2013」

- 「JISQ27001:2014」

プライバシーマーク

環境マネジメントシステム（EMS)

- 「ISO14001：2015」

- 「JISQ14001：2015」

企業情報 各種認証

IS 598941 / ISO(JIS Q)27001 

会社名 株式会社電通国際情報サービス（略称:ISID）

英文社名 Information Services International-Dentsu, Ltd.

代表者 代表取締役社長 名和 亮一

本社所在地 東京都港区港南2-17-1

支社 関西支社/中部支社/豊田支社/広島支社

設立 1975年12月11日

資本金 81億8050万円

従業員数 連結2,783名/単体1,457名（2018年12月末現在）

連結子会社数15社（国内8社、海外7社）

URL www.isid.co.jp

事業内容 コンサルティングからシステムの企画・設計・開発・運用

・メンテナンスまで、一貫したソリューションを提供

http://www.isid.co.jp/
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• 業界・ソリューション別に4つの事業セグメントでビジネスを展開しています。

• IoT領域は、“製造ソリューション“ を中心として活動しています。

事業セグメント

金融ソリューション

金融機関をはじめ企業における各種金融業務や、
新たな金融ビジネスの創出を支援する
ITソリューションを提供しています。

製造ソリューション

製造業のエンジニアリング領域を中心に、
製品ライフサイクル全般を支援する
ITソリューションを提供しています。

コミュニケーションIT

電通グループをはじめ企業におけるICT基盤の
構築・運用、電通グループのマーケティングノウハウを

活用したITソリューションを提供しています。

ビジネスソリューション

企業の “スマートエンタープライズ” の実現を支援する
基幹システムや経営・人事管理に係る

ITソリューションを提供しています。
18%

24%

32%

26%

売上高構成比
（2018年12月期）
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ISIDエンジニアリングサービス・ヒストリー
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• ISIDはマイクロソフト様と、Azureの技術だけではなく、お客様へのアセスメン
トから信頼関係構築、プロジェクトのGo-Liveまでを、お互いお客様をご紹介さ
せていただきながら進めています

Cosell between Microsoft and ISID

様々なお客様
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Cosells start like this

「あるお客様が、あることをIoTで実現した
いと言っています」

「わかりました。どんな状況です
か？」

「すぐに進められたいとおっしゃっていて、
まずはご一緒できますか？」

「はい。弊社のケーパとかも、その時お
話ししますね」

MS様

ISID

「このお客様は、こういうことを実現した
いと考えていらっしゃいます。このような
ご支援可能でしょうか？」

「実際にMSがご支援できることを検討
しますね」

「ありがとうございます！」

「このような形でご支援できます。もっ
とお客様のことを教えてください」

MS様

ISID
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Cosell projects promote like this

様々な議論／
要求定義

どのような目
的で、どのよ
うなデータを
取りアクショ
ンするか

サービス定
義・設計／
データ取得
段取り
／開発

データ取得
分析／

アクション
運用
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Cosell projects promote like this

様々な議論／
要求定義

どのような目
的で、どのよ
うなデータを
取りアクショ
ンするか

サービス定
義・設計／
データ取得
段取り
／開発

データ取得
分析／

アクション
運用

IoT 

Device IoT Hub Stream 

Analytics
Event 

Hub
Functions Container 

Instances

Power BI

Blob

Time 

Series 

Insights

Azure 

Machine 

Learning

SignalR

Cosmos

DB

Data 

Factory
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• IoT関連だけでもいろいろ

サービス定義・設計：Azureのどの機能を使えばいいの・・・？

収集/蓄積 前処理

可視化
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• https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/architecture/

– 利用シーンごとのアーキテクチャを掲載

Azure アーキテクチャ センター
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でも、Azure アーキテクチャ センターをいざ使おうとすると・・・

似たようなシナリオが
多いけど、結局どれを
参考にすればいい
の？？

サービス選定はできて
も、パラメータ設計・
チューニングは？？

✓Microsoftの情報を十分理解した上で、活用・応用できる技術者が必要！
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ISIDノウハウ：ISIDリファレンスアーキテクチャを元にお客様へ

ISIDリファレンス
アーキテクチャ

お客様の
要求定義 × →

お客様に最適
なAzureソ

リューション
をすばやく・

確実に
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• Society 5.0：サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムによ
り、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）

Society5.0：内閣府が提唱する未来社会のコンセプト

出典：https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html
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• Society 5.0：サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムによ
り、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）

Society5.0：内閣府が提唱する未来社会のコンセプト

出典：https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

Society 5.0実現の
中核技術がIoT×AI
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[2020 Trends To Watch into the Data Age]

データの時代、AI はモノにも実装される。モノが繋がる Internet of Things か

ら、 Intelligence が 5G で繋がる Intelligence of Things の時代に変わってゆく

2020年01月07日 ～
2020年01月10日
＠ラスベガス
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IoTは“× AI”の時代へ
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【お客様事例】自分たちでIoT×AIを継続的に推進したい

現状
• IoTデータを利用した機械学習のPython プログ
ラムを他ベンダーに発注して構築済み

• 何か少しでも修正が必要な場合、都度都度ベン
ダーへの発注の手間と、予算が発生している

• 上記以外の IoTのデータで、もっとAIを利用し
たい

目指す姿
• 都度都度ベンダーへの発注の手間と、予算が発
生しないよう、自分たちでメンテナンス出来る
ようにしたい

• 今後、IoTで貯まったデータへのAI活用を加速さ
せるため、自分たちでAIモデルの開発～運用ま
での推進して行けるようになりたい

目指す姿に向けてISIDが実施したこと

IoTデータを利用したMLOps構成を実現
AI開発~運用を実施するためのガイドラ
インや仕組みを作成し、ご担当者に

スキルトランスファーを実施



AIで判定モデルを作る
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ユーザー自らAIモデルを開発～運用するIoT×AIシステムを実現したい

Azure

https://docs.microsoft.com/ja-jp/azure/architecture/reference-architectures/ai/mlops-python

Internet
Base 

Station

SIM
IoT

Client
AIに
よる
通知

IoT Hub Stream 

Analytics

Functi

ons

ISIDリファ
レンスアー
キテクチャ

ISIDリファ
レンスアー
キテクチャ
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IP-Cosell製品：ユーザー主導型AIモデル構築と運用自動化のソリューション

Client
AIに
よる
通知

Azure

ISID
AI構築・運用自動化ソリューション

1. AIモデル開発自動化 (AutomatedML)
2. AIシステム運用自動化 (MLOps)

https://docs.microsoft.com/ja-

jp/azure/architecture/reference-

architectures/ai/mlops-python

Azure ML Azure

DevOps
Custom

Vision

＋ ＋ ＋

様々な
サービス

Internet
Base 

Station

SIM
IoT

IoT Hub Stream 

Analytics

Functi

ons

ISIDリファ
レンスアー
キテクチャ

ISIDリファ
レンスアー
キテクチャ
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ISIDはIoT/AIのIP-Cosell製品を続けてリリース予定

文書系AIソリューション

図面チェックAIソリューション

ユーザー主導型AIモデル構築/運用自動化のソリューション



まとめ

Co-sell Partner

パートナー様と共に、 日本の社会変革 “Society 5.0” を実現するための
Industry Innovation を推進します



ありがとうございました


